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去
る
4
月
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
パ

ウ
エ
ル
F
R
B（
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
）

議
長
の
事
実
上
の
解
任
を
ち
ら
つ
か
せ
た

発
言
が
物
議
を
醸
し
た
。
同
大
統
領
は
そ

の
後
、
発
言
を
後
退
さ
せ
た
が
、
議
長
の

任
期
は
2
0
2
6
年
5
月
で
満
了
す
る
。

　
次
期
議
長
候
補
の
1
番
手
と
し
て
名
前

の
挙
が
る
ウ
ォ
ー
シ
ュ
元
F
R
B
理
事
が

4
月
25
日
、
主
要
中
銀
幹
部
や
そ
の
O
B

ら
が
加
わ
る
グ
ル
ー
プ
・
オ
ブ
・
サ
ー
テ

ィ
ー
（
G
30
）
の
会
合
で
行
っ
た
ス
ピ
ー

チ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。「
連
邦
準
備
制

度
（
F
e
d
）
の
独
立
性
を
巡
る
論
議
の

契
機
は
そ
も
そ
も
、
F
e
d
自
身
が
ま
い

た
種
で
、〝M

ission Creep

（
な
し
崩

し
的
戦
線
拡
大
）〟
の
高
く
つ
く
代
償
だ
」

と
い
う
内
容
だ
。

　
ウ
ォ
ー
シ
ュ
氏
は
、
06
年
か
ら
11
年
ま

で
F
R
B
理
事
を
務
め
た
人
物
。
08
年
秋

の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
の
F
O
M
C

（
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
）
メ
ン
バ
ー
で
、

同
年
末
に
開
始
さ
れ
た
「
Q
E
1
」
に
は

賛
成
票
を
投
じ
た
が
、
10
年
秋
の

「
Q
E
2
」
に
は
、
危
機
は
過
ぎ
経
済
成

長
は
回
復
し
た
と
し
て
懸
念
を
表
明
し
、

そ
の
後
辞
任
し
て
い
る
。

　
ウ
ォ
ー
シ
ュ
氏
が
指
摘
す
る
〝
な
し
崩

し
的
戦
線
拡
大
〟
の
主
な
側
面
は
二
つ
。

一
つ
目
は
、
1
9
5
1
年
の
ア
コ
ー
ド
で

厳
格
に
線
引
き
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
、
財

政
政
策
の
領
域
を
侵
食
し
た
こ
と
だ
。
事

実
上
、
連
邦
政
府
の
資
金
調
達
を
手
助
け

し
て
財
政
拡
張
を
助
長
し
、
資
源
配
分
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
も
う
一
つ
は
社
会
政

策
面
へ
の
侵
食
だ
。
F
e
d
は
、
気
候
変

動
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
た
り

（
た
だ
し
2
0
2
5
年
1
月
に
脱
退
）、
20

年
8
月
策
定
の
新
た
な
金
融
政
策
運
営
戦

略
で
は
、
物
価
安
定
と
並
ぶ
デ
ュ
ア
ル
・

マ
ン
デ
ー
ト
の
一
つ
で
あ
る
最
大
雇
用
の

達
成
を
〝
包
括
的
な
目
標
〟
と
表
現
し
た

り
し
て
、
少
数
グ
ル
ー
プ
の
雇
用
改
善
の

た
め
な
ら
イ
ン
フ
レ
率
の
上
振
れ
も
甘
受

す
る
、
と
し
た
。
結
果
は
周
知
の
通
り
で
、

米
国
の
物
価
安
定
は
大
き
く
損
な
わ
れ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
人
事
の
狙
い
は
定

か
で
は
な
い
が
、
仮
に
ウ
ォ
ー
シ
ュ
氏
が

任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
F
e
d
は

金
融
政
策
運
営
の
戦
略
面
で
も
大
き
く
転

換
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
か
た
や
日
銀
が
今
も
や
り
続
け
て
い
る

〝
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ク
リ
ー
プ
〟
は
、

F
e
d
の
比
で
は
な
い
。
そ
の
結
果
は
、

今
や
主
要
国
中
で
最
悪
の
イ
ン
フ
レ
率
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
銀
に
金
融
政
策
の

正
常
化
を
本
格
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
姿

勢
は
お
よ
そ
認
め
ら
れ
な
い
。
国
家
の
重

要
局
面
で
ウ
ォ
ー
シ
ュ
氏
の
よ
う
な
人
物

が
出
て
く
る
か
否
か
、
そ
こ
に
国
力
の
大

き
な
差
が
あ
り
そ
う
だ
。
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